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(57)【要約】
【課題】内視鏡の設置状態に応じて操作者の意図しない
作動を防止することが可能な内視鏡システムを提供する
。
【解決手段】この内視鏡システムは、内視鏡２０と処置
具４４との内の少なくとも内視鏡２０と、内視鏡２０が
設置される設置手段と、設置手段に内視鏡２０が設置さ
れているか否かを検出する検出手段７２と、内視鏡２０
と処置具４４との内の少なくとも一方の作動手段５８と
、作動手段５８を操作するための操作手段６２と、検出
手段７２による検出結果に応じて、操作手段６２への操
作に従って作動手段５８を制御する通常モードと操作手
段６２への操作にかかわらず作動手段５８を制御する制
限モードとの間で切り替わる制御手段６０と、を有する
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と処置具との内の少なくとも内視鏡と、
　前記内視鏡が設置される設置手段と、
　前記設置手段に前記内視鏡が設置されているか否かを検出する検出手段と、
　前記内視鏡と前記処置具との内の少なくとも一方の作動手段と、
　前記作動手段を操作するための操作手段と、
　前記検出手段による検出結果に応じて、前記操作手段への操作に従って前記作動手段を
制御する通常モードと前記操作手段への操作にかかわらず前記作動手段を制御する制限モ
ードとの間で切り替わる制御手段と、
　を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記設置手段は、前記内視鏡を所定の位置に固定する固定式内視鏡スタンドを有し、
　前記制御手段は、前記内視鏡が前記設置手段に設置されている場合に前記制限モードに
切り替わる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記設置手段は、前記内視鏡を任意の位置に移動、固定可能な可動式内視鏡スタンドを
有し、
　前記制御手段は、前記内視鏡が前記設置手段に設置されていない場合に前記制限モード
に切り替わる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記処置具は、エネルギを供給されて生体組織に処置を行うエネルギ処置具であり、
　前記作動手段は、前記エネルギ処置具へエネルギを出力するエネルギ出力装置を有し、
　前記操作手段は、前記エネルギ出力装置を作動、停止させるためのエネルギ出力指示入
力装置を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記エネルギ出力指示入力装置への操作に従って
前記エネルギ出力装置の作動、停止を行い、前記制限モードでは前記エネルギ出力指示入
力装置への操作にかかわらず前記エネルギ出力装置の作動を停止するエネルギ出力制御装
置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記内視鏡は、能動的な移動を行う能動内視鏡であり、
　前記作動手段は、前記内視鏡を能動的に移動させる内視鏡能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記内視鏡能動機構を追従作動させるための内視鏡追従指示入力装置
を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記内視鏡追従指示入力装置への操作に従って前
記内視鏡能動機構を追従作動させ、前記制限モードでは前記内視鏡追従指示入力装置への
操作にかかわらず前記内視鏡能動機構の追従作動を停止する内視鏡制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記処置具は、能動的な移動を行う能動処置具であり、
　前記作動手段は、前記能動処置具を能動的に移動させる処置具能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記処置具能動機構を追従作動させるための処置具追従指示入力装置
を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記処置具指示入力装置への操作に従って前記処
置具能動機構を追従作動させ、前記制限モードでは前記処置具追従指示入力装置への操作
にかかわらず前記処置具能動機構の追従作動を停止する処置具制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
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【請求項７】
　前記内視鏡は、能動的な移動を行う能動内視鏡であり、
　前記作動手段は、前記内視鏡を能動的に移動させる内視鏡能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記内視鏡能動機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替える
ための内視鏡切替指示入力装置を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記内視鏡切替指示入力装置への操作に従って前
記内視鏡能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モー
ドでは前記内視鏡切替指示入力装置への操作にかかわらず前記内視鏡能動機構を前記非作
動状態とする内視鏡制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記処置具は、能動的な移動を行う能動処置具であり、
　前記作動手段は、前記能動処置具を能動的に移動させる処置具能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記処置具能動機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替える
ための処置具切替指示入力装置を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記処置具切替指示入力装置への操作に従って前
記処置具能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モー
ドでは前記処置具切替指示入力装置への操作にかかわらず前記処置具能動機構を前記非作
動状態とする処置具制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記非作動状態は、固定状態を含む、
　ことを特徴とする請求項７又は８に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記非作動状態は、解放状態を含む、
　ことを特徴とする請求項７又は８に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡と処置具との少なくとも内視鏡を有し、さらに、内視鏡が設置される
設置手段を有する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内に内視鏡及び処置具を挿入し、体腔内で観察、処置を行う様々な内視鏡システム
が用いられている。このような内視鏡システムでは、内視鏡を所定の位置に固定する固定
式内視鏡スタンドや、内視鏡を任意の位置に移動、固定可能な可動式内視鏡スタンドが用
いられることがある。
【０００３】
　特許文献１には、可動式内視鏡スタンドが開示されている。可動式内視鏡スタンドでは
複数のアームが関節を介して回動可能に順次連結されており、関節の固定を解除してアー
ム同士を回動可能とすることで、内視鏡を任意の位置に移動可能となり、関節を固定して
アーム同士を回動不能とすることで、内視鏡を任意の位置に固定することが可能である。
特許文献１の可動式内視鏡スタンドでは、２つのスイッチが同時に操作された場合にのみ
、関節の固定を解除するようにしており、操作者の意図しない関節の固定の解除が防止さ
れている。
【特許文献１】特開平２００５－２０４９９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　内視鏡システムでは様々な作動がなされるが、状況に応じて防止すべき作動は異なる。
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特許文献１の内視鏡システムを含め、従来の内視鏡システムでは、内視鏡スタンドへの内
視鏡の設置状態に応じて、操作者の意図しない作動を防止するようなことはなされていな
い。
【０００５】
　本発明は、上記課題に着目してなされたもので、その目的とするところは、内視鏡の設
置状態に応じて操作者の意図しない作動を防止することが可能な内視鏡システムを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１実施態様の内視鏡システムは、内視鏡と処置具との内の少なくとも内視鏡
と、前記内視鏡が設置される設置手段と、前記設置手段に前記内視鏡が設置されているか
否かを検出する検出手段と、前記内視鏡と前記処置具との内の少なくとも一方の作動手段
と、前記作動手段を操作するための操作手段と、前記検出手段による検出結果に応じて、
前記操作手段への操作に従って前記作動手段を制御する通常モードと前記操作手段への操
作にかかわらず前記作動手段を制御する制限モードとの間で切り替わる制御手段と、を具
備することを特徴とする。
【０００７】
　本発明の第２実施態様の内視鏡システムは、第１実施態様の内視鏡システムにおいて、
前記設置手段が、前記内視鏡を所定の位置に固定する固定式内視鏡スタンドを有し、前記
制御手段が、前記内視鏡が前記設置手段に設置されている場合に前記制限モードに切り替
わる、ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の第３実施態様の内視鏡システムは、第１実施態様の内視鏡システムにおいて、
前記設置手段が、前記内視鏡を任意の位置に移動、固定可能な可動式内視鏡スタンドを有
し、前記制御手段が、前記内視鏡が前記設置手段に設置されていない場合に前記制限モー
ドに切り替わる、ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の第４実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記処置具が、エネルギを供給されて生体組織に処置を行うエネルギ処置具であ
り、前記作動手段が、前記エネルギ処置具へエネルギを出力するエネルギ出力装置を有し
、前記操作手段が、前記エネルギ出力装置を作動、停止させるためのエネルギ出力指示入
力装置を有し、前記制御手段が、前記通常モードでは前記エネルギ出力指示入力装置への
操作に従って前記エネルギ出力装置の作動、停止を行い、前記制限モードでは前記エネル
ギ出力指示入力装置への操作にかかわらず前記エネルギ出力装置の作動を停止するエネル
ギ出力制御装置を有する、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の第５実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記内視鏡が、能動的な移動を行う能動内視鏡であり、前記作動手段が、前記内
視鏡を能動的に移動させる内視鏡能動機構を有し、前記操作手段が、前記内視鏡能動機構
を追従作動させるための内視鏡追従指示入力装置を有し、前記制御手段が、前記通常モー
ドでは前記内視鏡追従指示入力装置への操作に従って前記内視鏡能動機構を追従作動させ
、前記制限モードでは前記内視鏡追従指示入力装置への操作にかかわらず前記内視鏡能動
機構の追従作動を停止する内視鏡制御装置を有する、ことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第６実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記処置具が、能動的な移動を行う能動処置具であり、前記作動手段が、前記能
動処置具を能動的に移動させる処置具能動機構を有し、前記操作手段が、前記処置具能動
機構を追従作動させるための処置具追従指示入力装置を有し、前記制御手段が、前記通常
モードでは前記処置具指示入力装置への操作に従って前記処置具能動機構を追従作動させ
、前記制限モードでは前記処置具追従指示入力装置への操作にかかわらず前記処置具能動
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機構の追従作動を停止する処置具制御装置を有する、ことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第７実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記内視鏡が、能動的な移動を行う能動内視鏡であり、前記作動手段が、前記内
視鏡を能動的に移動させる内視鏡能動機構を有し、前記操作手段が、前記内視鏡能動機構
を追従作動状態と非作動状態との間で切り替えるための内視鏡切替指示入力装置を有し、
前記制御手段が、前記通常モードでは前記内視鏡切替指示入力装置への操作に従って前記
内視鏡能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モード
では前記内視鏡切替指示入力装置への操作にかかわらず前記内視鏡能動機構を前記非作動
状態とする内視鏡制御装置を有する、ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明の第８実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記処置具が、能動的な移動を行う能動処置具であり、前記作動手段が、前記能
動処置具を能動的に移動させる処置具能動機構を有し、前記操作手段が、前記処置具能動
機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替えるための処置具切替指示入力装置を有
し、前記制御手段が、前記通常モードでは前記処置具切替指示入力装置への操作に従って
前記処置具能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モ
ードでは前記処置具切替指示入力装置への操作にかかわらず前記処置具能動機構を前記非
作動状態とする処置具制御装置を有する、ことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の第９実施態様の内視鏡システムは、第７又は第８実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記非作動状態が、固定状態を含む、ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第１０実施態様の内視鏡システムは、第７又は第８実施態様の内視鏡システム
において、前記非作動状態が、解放状態を含む、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の第１実施態様の内視鏡システムでは、設置手段に内視鏡が設置されているか否
かに応じて、操作手段への操作にかかわらず作動手段の作動を制御するようにしている。
このため、内視鏡の設置状態に応じて、操作者の意図しない作動を防止することが可能と
なっている。
【００１７】
　本発明の第２実施態様の内視鏡システムでは、内視鏡の使用時には内視鏡を固定式内視
鏡スタンドに設置せず、内視鏡の不使用時に内視鏡を固定式内視鏡スタンドに設置するこ
ととなり、固定式内視鏡スタンドに内視鏡が設置されている場合には操作手段への操作に
かかわらず作動手段の作動を制御するようにしている。このため、内視鏡の不使用時にお
ける操作者の意図しない作動を防止することが可能となっている。
【００１８】
　本発明の第３実施態様の内視鏡システムでは、内視鏡の通常使用時に内視鏡を可動式内
視鏡スタンドに設置し、内視鏡の通常使用時以外には内視鏡を可動式内視鏡スタンドに設
置しないこととなり、可動式内視鏡スタンドに内視鏡が設置されていない場合には操作手
段への操作にかかわらず作動手段の作動を制御するようにしている。このため、内視鏡の
通常使用時以外における操作者の意図しない作動を防止することが可能となっている。
【００１９】
　本発明の第４実施態様の内視鏡システムでは、操作者の意図しないエネルギ処置具への
エネルギの出力を防止する。
【００２０】
　本発明の第５実施態様の内視鏡システムでは、操作者の意図しない能動内視鏡の追従作
動を防止する。
【００２１】
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　本発明の第６実施態様の内視鏡システムでは、操作者の意図しない能動処置具の追従作
動を防止する。
【００２２】
　本発明の第７実施態様の内視鏡システムでは、操作者の意図しない能動内視鏡の非作動
状態から追従作動状態への切り替えを回避して、能動内視鏡の追従作動を防止する。
【００２３】
　本発明の第８実施態様の内視鏡システムでは、操作者の意図しない能動処置具の非作動
状態から追従作動状態への切り替えを回避して、能動処置具の追従作動を防止する。
【００２４】
　本発明の第９実施態様の内視鏡システムでは、能動内視鏡あるいは内視鏡の設置状態に
応じて、能動内視鏡あるいは能動処置具が自動的に固定状態となり、能動内視鏡あるいは
能動処置具の姿勢を一定に保持することが可能である。
【００２５】
　本発明の第１０実施態様の内視鏡システムでは、能動内視鏡あるいは内視鏡の設置状態
に応じて、能動内視鏡あるいは能動処置具が自動的に解放状態となり、能動内視鏡あるい
は能動処置具を体腔内あるいは処置具チャンネルから容易に抜去することが可能となる。
このため、能動内視鏡あるいは能動処置具の迅速な抜去が可能となっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明の各実施形態を図面を参照して説明する。
【００２７】
　図１乃至図４は、本発明の第１実施形態を示す。
【００２８】
　図１及び図３を参照し、本実施形態の内視鏡システムの内視鏡２０は、体腔内に挿入さ
れる内視鏡挿入部２２を有する。この内視鏡挿入部２２では、先端側から順に、硬質の先
端硬質部２４、湾曲作動される内視鏡湾曲部２６、長尺で可撓性を有する内視鏡可撓管部
２８が配設されており、内視鏡挿入部２２の基端部には内視鏡操作部３０が連結されてい
る。この内視鏡操作部３０からユニバーサルコード３２が延出されており、ユニバーサル
コード３２の延出端部は内視鏡トロリー３４に搭載されている光源装置３６及び表示用プ
ロセッサ３８に接続されている。そして、光源装置３６から内視鏡２０に供給された照明
光が内視鏡２０の先端部から照射され、内視鏡２０の先端部の撮像ユニットによって得ら
れた観察画像の画像信号が表示用プロセッサ３８へと出力されて、表示装置４０に観察画
像が表示される。
【００２９】
　内視鏡操作部３０には処置具挿入口が配設されており、処置具挿入口から内視鏡２０の
先端部まで処置具チャンネルが延設されている。
【００３０】
　内視鏡２０の処置具チャンネルには、エネルギ処置具としての高周波処置具４４が挿通
される。この高周波処置具４４では、長尺で可撓性を有する処置具可撓管部４６の先端部
に、高周波電極４８が突没自在に配設されている。この高周波電極４８には処置具操作ワ
イヤの先端部が連結されている。この処置具操作ワイヤは、高周波電極４８を進退操作す
ると共に高周波電極４８に高周波電流を通電するためのものであり、処置具可撓管部４６
を挿通されて基端側へと延びている。処置具操作ワイヤの基端部は、処置具可撓管部４６
の基端部に連結されている処置具操作部５０のスライダ５２に接続されている。このスラ
イダ５２を処置具操作部本体５３に対して進退させることにより、処置具操作ワイヤを進
退させることが可能である。また、スライダ５２には、処置具操作ワイヤに導通されてい
る接続端子５４が配設されている。この接続端子５４は、電源コード５６を介して、エネ
ルギ出力装置としての高周波電源５８に接続されている。この高周波電源５８には、エネ
ルギ出力制御装置としての電源制御装置６０が内蔵されており、この電源制御装置６０に
は、エネルギ出力指示入力装置としてのフットスイッチ６２が接続されている。
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【００３１】
　さらに、内視鏡トロリー３４には、設置された内視鏡２０の内視鏡操作部３０を所定の
位置に固定する設置手段としての固定式内視鏡スタンド６４が配設されている。
【００３２】
　図２Ａ及び図２Ｂ、並びに、図３を参照し、固定式内視鏡スタンド６４には、内視鏡操
作部３０のユニバーサルコード３２の基端部が掛設される凹形状を有する設置部６６が配
設されている。
【００３３】
　固定式内視鏡スタンド６４には、固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置されて
いるか否かを検出する検出手段が配設されている。即ち、内視鏡２０のユニバーサルコー
ド３２の基端部には金属板６８が配設されており、固定式内視鏡スタンド６４の設置部６
６には、ユニバーサルコード３２の基端部が設置部６６に掛設された場合に金属板６８に
より互いに橋絡される一対の電極７０ａ，７０ｂが配設されている。この一対の電極７０
ａ，７０ｂには設置検出回路７２が接続されている。この設置検出回路７２は、一対の電
極７０ａ，７０ｂが電気的に接続されているか否かに基づいて、固定式内視鏡スタンド６
４に内視鏡２０が設置されているか否かを検出する。なお、検出手段としては、抵抗セン
サを用いる検出手段以外にも様々な検出手段を用いることができ、例えば、設置部６６に
重力センサ、圧力センサを配設して、内視鏡２０が設置部６６に設置されている場合に内
視鏡２０の自重により変化する測定パラメータを検出するようにしてもよい。
【００３４】
　設置検出回路７２は、設置状態を示す設置状態信号を高周波電源５８の電源制御装置６
０へと出力する。電源制御装置６０は、非設置を示す設置状態信号を受信した場合には、
通常モードに移行され、フットスイッチ６２へのＯＮ、ＯＦＦ操作に従い、高周波電源５
８を作動、停止させる。一方、電源制御装置６０は、設置を示す設置状態信号を受信した
場合には、制限モードに移行され、フットスイッチ６２へのＯＮ操作にかかわらず、高周
波電源５８を作動させない。なお、電源制御装置６０は、設置状態信号を受信しない場合
には、固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置されていないと判断し、通常モード
に移行する。
【００３５】
　なお、設置検出回路７２は、設置状態信号を表示用プロセッサ３８にも出力する。設置
を示す設置状態信号を受信した表示用プロセッサ３８は、固定式内視鏡スタンド６４に内
視鏡２０が設置されていることを示す文字、色等の画像を表示装置４０に表示させる。
【００３６】
　次に、本実施形態の内視鏡システムの制御方法について説明する。
【００３７】
　図４のフローチャートを参照して、高周波処置具４４の出力作動制御について説明する
。
【００３８】
　　ステップ１（Ｓ１）
　設置検出回路７２により、固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置されているか
否かを検出する。固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置されていない場合にはス
テップ２（Ｓ２）に、設置されている場合にはステップ３（Ｓ３）に進む。
【００３９】
　　ステップ２（Ｓ２）
　電源制御装置６０により、フットスイッチ６２がＯＮ操作されているか否かを検出する
。フットスイッチ６２がＯＮ操作されていない場合にはステップ３（Ｓ３）に、ＯＮ操作
されている場合にはステップ４（Ｓ４）に進む。
【００４０】
　　ステップ３（Ｓ３）
　固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置されている場合、及び、設置されていな
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い場合であってフットスイッチ６２がＯＮ操作されていない場合には、電源制御装置６０
により、高周波電源５８の作動を停止して、高周波電源５８から高周波処置具４４への高
周波電流の出力を停止する。
【００４１】
　　ステップ４（Ｓ４）
　固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置されていない場合であってフットスイッ
チ６２がＯＮ操作されている場合には、電源制御装置６０により、高周波電源５８を作動
させて、高周波電源５８から高周波処置具４４へ高周波電流を出力する。
【００４２】
　従って、本実施形態の内視鏡システムは次の効果を奏する。
【００４３】
　本実施形態の内視鏡システムでは、内視鏡２０の不使用時に内視鏡２０を固定式内視鏡
スタンド６４に設置することとなり、固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０が設置され
ている場合には、フットスイッチ６２へのＯＮ操作にかかわらず、高周波電源５８から高
周波処置具４４への高周波電流の出力を停止するようにしている。このため、内視鏡２０
の不使用時に、高周波処置具４４へと高周波電流が出力されてしまうことが防止されてい
る。
【００４４】
　図５乃至図８Ｂは、本発明の第２実施形態を示す。
【００４５】
　図５及び図７を参照し、本実施形態の内視鏡システムは能動内視鏡７４を有する。この
能動内視鏡７４は、第１実施形態の内視鏡２０に内視鏡能動機構を付加したものである。
即ち、能動内視鏡７４の内視鏡湾曲部２６及び内視鏡可撓管部２８には、内視鏡湾曲部２
６を湾曲操作するための内視鏡アングルワイヤ群が挿通されている。内視鏡アングルワイ
ヤ群は、内視鏡可撓管部２８から内視鏡操作部３０内へと導入され、内視鏡操作部３０内
の内視鏡ワイヤ駆動装置７６に連結されている。この内視鏡ワイヤ駆動装置７６は、可動
式内視鏡スタンド７８に配設されている制御ユニット８０の内視鏡制御装置８２に接続さ
れており、この内視鏡制御装置８２には、内視鏡追従指示入力装置としてのジョイスティ
ック８４が接続されている。このジョイスティック８４を操作することにより、内視鏡ワ
イヤ駆動装置７６によって内視鏡アングルワイヤ群が進退され、ジョイスティック８４へ
の操作に従って内視鏡湾曲部２６が湾曲作動される。このように、内視鏡ワイヤ駆動装置
７６、内視鏡アングルワイヤ群、内視鏡湾曲部２６によって、内視鏡能動機構が形成され
ている。
【００４６】
　能動内視鏡７４は、第１実施形態の内視鏡２０と同様に、内視鏡トロリー３４に搭載さ
れている光源装置３６及び表示用プロセッサ３８に接続されている。
【００４７】
　また、本実施形態の内視鏡システムは、能動内視鏡７４の処置具チャンネルに挿通され
るエネルギ処置具及び能動処置具としての能動高周波処置具８６を有する。この能動高周
波処置具８６は、第１実施形態の高周波処置具４４に処置具能動機構を付加したものであ
る。即ち、能動高周波処置具８６では、処置具可撓管部４６の先端部に処置具湾曲部８８
が連結されており、この処置具湾曲部８８の先端部に高周波電極４８が配設されている。
そして、処置具湾曲部８８及び処置具可撓管部４６には、処置具湾曲部８８を湾曲作動す
るための処置具アングルワイヤ群９０が挿通されている。処置具可撓管部４６は、能動内
視鏡７４の処置具挿入口４２から導出され、可動式内視鏡スタンド７８に配設されている
処置具ワイヤ駆動装置９２まで延びており、処置具可撓管部４６の基端部から導出された
処置具アングルワイヤ群９０が処置具ワイヤ駆動装置９２へと連結されている。この処置
具ワイヤ駆動装置９２は制御ユニット８０の処置具制御装置９４に接続されており、この
処置具制御装置９４には、処置具追従指示入力装置としての処置具マスターアーム９６が
接続されている。この処置具マスターアーム９６は能動高周波処置具８６の処置具湾曲部
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８８と同様の自由度を有し、処置具マスターアーム９６を操作することにより、処置具ワ
イヤ駆動装置９２によって処置具アングルワイヤ群９０が進退され、処置具マスターアー
ム９６への操作に追従して処置具湾曲部８８が湾曲作動される。このように、処置具ワイ
ヤ駆動装置９２、処置具アングルワイヤ群９０、処置具湾曲部８８によって、処置具能動
機構が形成されている。
【００４８】
　処置具可撓管部４６の基端部から可撓性チューブ９８が延出されており、この可撓性チ
ューブ９８には処置具操作ワイヤが挿通されている。第１実施形態と同様に、可撓性チュ
ーブ９８の基端部には処置具操作部５０が連結されており、この処置具操作部５０は電源
コード５６を介して高周波電源５８に接続されている。
【００４９】
　なお、能動内視鏡７４の鉗子チャンネルには、鉗子マスターアーム１００によって操作
される能動把持鉗子１０２が挿通される。
【００５０】
　そして、制御ユニット８０には、各種演算、記憶処理を行うパーソナルコンピュータ１
０４が接続されている。
【００５１】
　また、本実施形態の内視鏡システムは可動式内視鏡スタンド７８を有する。この可動式
内視鏡スタンド７８の先端部には、能動内視鏡７４の内視鏡操作部３０が着脱自在に設置
可能である。そして、可動式内視鏡スタンド７８は、設置されている内視鏡操作部３０を
任意の位置に移動、固定可能である。即ち、可動式内視鏡スタンド７８では、複数のアー
ム１０８が関節１１０を介して回動可能に順次連結されており、関節１１０の固定を解除
してアーム１０８同士を回動可能とすることで、内視鏡操作部３０を任意の位置に移動可
能となり、関節１１０を固定してアーム１０８同士を回動不能とすることで、内視鏡操作
部３０を任意の位置に固定することが可能である。
【００５２】
　図６及び図７を参照し、可動式内視鏡スタンド７８の先端部には内視鏡操作部３０が着
脱自在に設置される設置部６６が配設されている。この設置部６６には、可動式内視鏡ス
タンド７８に能動内視鏡７４が設置されているか否か検出する検出手段としての設置検出
回路７２が配設されている。
【００５３】
　設置検出回路７２は、設置状態を示す設置状態信号を高周波電源５８の電源制御装置６
０へと出力する。電源制御装置６０は、設置を示す設置状態信号を受信した場合には、通
常モードに移行され、フットスイッチ６２へのＯＮ操作に従って、高周波電源５８を作動
させる。一方、電源制御装置６０は、非設置を示す設置状態信号を受信した場合には、制
限モードに移行され、フットスイッチ６２へのＯＮ操作にかかわらず、高周波電源５８を
作動させない。
【００５４】
　また、設置検出回路７２は、設置状態信号を内視鏡制御装置８２に出力する。内視鏡制
御装置８２は、設置を示す設置状態信号を受信した場合には、通常モードに移行し、ジョ
イスティック８４への操作に従って、内視鏡能動機構を追従作動させる。一方、内視鏡制
御装置８２は、非設置を示す設置状態信号を受信した場合には、制限モードに移行し、ジ
ョイスティック８４への操作にかかわらず、内視鏡能動機構の追従作動を停止させる。
【００５５】
　同様に、設置検出回路７２は、設置状態信号を処置具制御装置９４に出力する。処置具
制御装置９４は、設置を示す設置状態信号を受信した場合には、通常モードに移行し、非
設置を示す設置状態信号を受信した場合には、制限モードに移行する。
【００５６】
　なお、内視鏡制御装置８２、電源制御装置６０、処置具制御装置９４は、設置状態信号
を受信しない場合には、可動式内視鏡スタンド７８に内視鏡２０が設置されていないと判
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断し、制限モードに移行する。
【００５７】
　次に、本実施形態の内視鏡システムの制御方法について説明する。
【００５８】
　図８Ａを参照して、能動高周波処置具８６の出力作動制御について説明する。
【００５９】
　　ステップ１１（Ｓ１１）
　設置検出回路７２により、可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されてい
るか否かを検出する。可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されている場合
にはステップ１２（Ｓ１２）に、設置されていない場合にはステップ１３（Ｓ１３）に進
む。
【００６０】
　　ステップ１２（Ｓ１２）
　電源制御装置６０により、フットスイッチ６２がＯＮ操作されているか否かを検出する
。フットスイッチ６２がＯＮ操作されていない場合にはステップ１３（Ｓ１３）に、ＯＮ
操作されている場合にはステップ１４（Ｓ１４）に進む。
【００６１】
　　ステップ１３（Ｓ１３）
　可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されていない場合、及び、設置され
ている場合であってフットスイッチ６２がＯＮ操作されていない場合には、電源制御装置
６０により、高周波電源５８の作動を停止して、高周波電源５８から高周波処置具４４へ
の高周波電流の出力を停止する。
【００６２】
　　ステップ１４（Ｓ１４）
　可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されている場合であってフットスイ
ッチ６２がＯＮ操作されている場合には、電源制御装置６０により、高周波電源５８を作
動させて、高周波電源５８から高周波処置具４４へ高周波電流を出力する。
【００６３】
　図８Ｂを参照して、能動内視鏡７４の追従作動制御について説明する。
【００６４】
　　ステップ２１（Ｓ２１）
　設置検出回路７２により、可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されてい
るか否かを検出する。可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されている場合
にはステップ２２（Ｓ２２）に、設置されていない場合にはステップ２３（Ｓ２３）に進
む。
【００６５】
　　ステップ２２（Ｓ２２）
　内視鏡制御装置８２により、ジョイスティック８４が操作されているか否かを検出する
。ジョイスティック８４が操作されていない場合にはステップ２３（Ｓ２３）に、操作さ
れている場合にはステップ２４（Ｓ２４）に進む。
【００６６】
　　ステップ２３（Ｓ２３）
　可動式内視鏡スタンド７８に内視鏡２０が設置されていない場合、及び、設置されてい
る場合であってジョイスティック８４が操作されていない場合には、内視鏡制御装置８２
により、内視鏡能動機構の追従作動を停止させて、能動内視鏡７４の追従作動を停止させ
る。
【００６７】
　　ステップ２４（Ｓ２４）
　可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されている場合であってジョイステ
ィック８４が操作されている場合には、内視鏡制御装置８２により、内視鏡能動機構を追
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従作動させて、能動内視鏡７４を追従作動させる。
【００６８】
　能動高周波処置具８６の追従作動制御については、能動内視鏡７４の追従作動制御と同
様である。
【００６９】
　従って、本実施形態の内視鏡システムは次の効果を奏する。
【００７０】
　本実施形態の内視鏡システムでは、能動内視鏡７４の通常使用時に能動内視鏡７４を可
動式内視鏡スタンド７８に設置することとなる。そして、可動式内視鏡スタンド７８に能
動内視鏡７４が設置されていない場合には、フットスイッチ６２、ジョイスティック８４
、処置具マスターアーム９６への操作にかかわらず、高周波電源５８から高周波処置具４
４への高周波電流の出力、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６の追従作動を停止し
ている。このため、能動内視鏡７４の通常使用時以外に、高周波処置具４４へと高周波電
流が出力されてしまったり、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６が追従作動されて
しまうことが防止されている。
【００７１】
　図９及び図１０は、本発明の第３実施形態を示す。
【００７２】
　本実施形態の内視鏡システムは、第２実施形態の内視鏡システムに、以下の構成を付加
したものである。
【００７３】
　内視鏡制御装置８２及び処置具制御装置９４には、内視鏡切替指示入力装置及び処置具
切替指示入力装置としての切替スイッチ１１２が接続されている。一方、内視鏡能動機構
及び処置具能動機構においては、内視鏡ワイヤ駆動装置７６及び処置具ワイヤ駆動装置９
２に夫々内視鏡切替装置１１４及び処置具切替装置１１６が配設されている。
【００７４】
　切替スイッチ１１２を操作することにより、内視鏡制御装置８２によって、内視鏡切替
装置１１４が切替作動され、内視鏡能動機構が追従作動状態と非作動状態との間で切り替
えられる。追従作動状態では、内視鏡制御装置８２によって、ジョイスティック８４への
操作に従って内視鏡能動機構が追従作動される。非作動状態では、ジョイスティック８４
への操作にかかわらず内視鏡能動機構は追従作動されない。そして、内視鏡能動機構の非
作動状態としては、固定状態あるいは解放状態が選択される。固定状態では、内視鏡ワイ
ヤ駆動装置７６により内視鏡アングルワイヤ群が固定されて、内視鏡湾曲部２６が湾曲不
能に固定される。一方、解放状態では、内視鏡ワイヤ駆動装置７６により内視鏡アングル
ワイヤ群が進退自在に解放されて、内視鏡湾曲部２６が湾曲自在に解放される。
【００７５】
　同様に、切替スイッチ１１２を操作することにより、処置具制御装置９４によって、処
置具切替装置１１６が切替作動され、処置具能動機構が追従作動状態と非作動状態との間
で切り替れられる。また、処置具能動機構の非作動状態としては、固定状態あるいは解放
状態が選択される。
【００７６】
　さらに、内視鏡制御装置８２は、設置を示す設置状態信号を受信した場合には、通常モ
ードに移行し、切替スイッチ１１２への操作に従って内視鏡切替装置１１４を切替作動さ
せて、内視鏡能動機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替える。一方、内視鏡制
御装置８２は、非設置を示す設置状態信号を受信した場合には、制限モードに移行し、切
替スイッチ１１２への操作にかかわらず内視鏡切替装置１１４を切替作動させて、内視鏡
能動機構を非作動状態（固定状態あるいは解放状態）に切り替える。
【００７７】
　同様に、処置具制御装置９４は、設置を示す設置状態信号を受信した場合には、通常モ
ードに移行し、非設置を示す設置状態信号を受信した場合には、制限モードに移行する。
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【００７８】
　次に、本実施形態の内視鏡システムの制御方法について説明する。
【００７９】
　図１０を参照して、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６の切替作動制御について
説明する。
【００８０】
　　ステップ３１（Ｓ３１）
　設置検出回路７２により、可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されてい
るか否かを検出する。可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されている場合
にはステップ３２（Ｓ３２）に、設置されていない場合にはステップ３３（Ｓ３３）に進
む。
【００８１】
　　ステップ３２（Ｓ３２）
　内視鏡制御装置８２及び処置具制御装置９４により、切替スイッチ１１２がＯＮ操作さ
れているか否かを検出する。切替スイッチ１１２がＯＮ操作されている場合にはステップ
３３（Ｓ３３）に、ＯＮ操作されていない場合にはステップ３４（Ｓ３４）に進む。
【００８２】
　　ステップ３３（Ｓ３３）
　可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されていない場合、及び、設置され
ている場合であって切替スイッチ１１２がＯＮ操作されている場合には、内視鏡制御装置
８２及び処置具制御装置９４によって内視鏡切替装置１１４及び処置具切替装置１１６を
切替作動させて、内視鏡能動機構及び処置具能動機構を非作動状態（固定状態あるいは解
放状態）として、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６を非作動状態（固定状態ある
いは解放状態）とする。
【００８３】
　　ステップ３４（Ｓ３４）
　可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡７４が設置されている場合であって切替スイッ
チ１１２がＯＮ操作されていない場合には、内視鏡制御装置８２及び処置具制御装置９４
によって内視鏡切替装置１１４及び処置具切替装置１１６を切替作動させて、内視鏡能動
機構及び処置具能動機構を追従作動状態として、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８
６を追従作動状態とする。そして、内視鏡制御装置８２及び処置具制御装置９４により、
ジョイスティック８４あるいは処置具マスターアーム９６への操作に従って、能動内視鏡
７４及び能動高周波処置具８６を追従作動させる。
【００８４】
　従って、本実施形態の内視鏡システムは次の効果を奏する。
【００８５】
　本実施形態の内視鏡システムでは、内視鏡２０の通常使用時に内視鏡２０を可動式内視
鏡スタンド７８に設置することとなる。そして、可動式内視鏡スタンド７８に能動内視鏡
７４が設置されていない場合には、切替スイッチ１１２への操作にかかわらず、能動内視
鏡７４及び能動高周波処置具８６を非作動状態（固定状態あるいは解放状態）としている
。このため、内視鏡２０の通常使用時以外に、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６
が追従作動状態に切り替わって、追従作動されてしまうことが防止されている。
【００８６】
　特に、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６の非作動状態として固定状態を選択し
た場合には、能動内視鏡７４を可動式内視鏡スタンド７８から取り外すと、能動内視鏡７
４及び能動高周波処置具８６が自動的に固定状態に切り替わる。即ち、可動式内視鏡スタ
ンド７８から能動内視鏡７４を取り外した場合には、切替スイッチ１１２をＯＮ操作する
ことなく、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６の姿勢を一定に保持しておくことが
可能である。
【００８７】



(13) JP 2008-194303 A 2008.8.28

10

20

30

40

　また、能動内視鏡７４及び能動高周波処置具８６の非作動状態として解放状態を選択し
た場合には、能動内視鏡７４を可動式内視鏡スタンド７８から取り外すと、能動内視鏡７
４及び能動高周波処置具８６が自動的に解放状態に切り替わる。即ち、可動式内視鏡スタ
ンド７８から能動内視鏡７４を取り外した場合には、切替スイッチ１１２をＯＮ操作する
ことなく、能動高周波処置具８６あるいは能動内視鏡７４を処置具チャンネルあるいは体
腔内から抜去することが可能となる。このため、能動高周波処置具８６及び能動内視鏡７
４を迅速に抜去することが可能となっている。
【００８８】
　本発明は、高周波処置具４４以外の様々なエネルギ処置具に適用することができ、例え
ば超音波処置具に適用することが可能である。
【００８９】
　また、固定式内視鏡スタンド６４と能動内視鏡７４又は能動高周波処置具８６とを組み
合わせて用いることが可能である。即ち、固定式内視鏡スタンド６４に内視鏡２０あるい
は能動内視鏡７４が設置されている場合に、能動内視鏡７４若しくは能動高周波処置具８
６の追従作動を停止し、又は、能動内視鏡７４若しくは能動高周波処置具８６を非作動状
態とするようにすることで、内視鏡２０あるいは能動内視鏡７４の不使用時における能動
内視鏡７４若しくは能動高周波処置具８６の追従作動を防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の第１実施形態の内視鏡システムを示す正面図。
【図２Ａ】本発明の第１実施形態の内視鏡システムの検出手段を示す模式的な正面図。
【図２Ｂ】本発明の第１実施形態の内視鏡システムの検出手段を示す模式的な側面図。
【図３】本発明の第１実施形態の内視鏡システムを示すブロック図。
【図４】本発明の第１実施形態の内視鏡システムの高周波処置具の出力作動制御のフロー
チャートを示す図。
【図５】本発明の第２実施形態の内視鏡システムを示す斜視図。
【図６】本発明の第２実施形態の内視鏡システムの検出手段を示す模式的な側面図。
【図７】本発明の第２実施形態の内視鏡システムを示すブロック図。
【図８Ａ】本発明の第２実施形態の内視鏡システムの能動高周波処置具の出力作動制御の
フローチャートを示す図。
【図８Ｂ】本発明の第２実施形態の内視鏡システムの能動内視鏡の追従作動制御のフロー
チャートを示す図。
【図９】本発明の第３実施形態の内視鏡システムを示すブロック図。
【図１０】本発明の第３実施形態の内視鏡システムの能動内視鏡の切替作動制御のフロー
チャートを示す図。
【符号の説明】
【００９１】
　２０…内視鏡、４４…処置具（エネルギ処置具（高周波処置具））、５８…作動手段（
エネルギ出力装置（高周波電源））、６０…制御手段（エネルギ出力制御装置（電源制御
装置））、６２…操作手段（エネルギ出力指示入力装置（フットスイッチ））、６４…設
置手段（固定式内視鏡スタンド）、７２…検出手段（設置検出回路）、７４…内視鏡（能
動内視鏡）、２６，７６…作動手段（内視鏡能動機構（２６…内視鏡湾曲部、７６…内視
鏡ワイヤ駆動装置））、７８…設置手段（可動式内視鏡スタンド）、８２…制御手段（内
視鏡制御装置）、８４…操作手段（内視鏡追従指示入力装置（ジョイスティック））、８
６…処置具（能動処置具（能動高周波処置具））、８８，９０，９２…作動手段（処置具
能動機構（８８…処置具湾曲部、９０…処置具アングルワイヤ群、９２…処置具ワイヤ駆
動装置））、９４…制御手段（処置具制御装置）、９６…操作手段（処置具追従指示入力
装置（処置具マスターアーム））、１１２…操作手段（内視鏡切替指示入力装置（切替ス
イッチ））、１１２…操作手段（処置具切替指示入力装置（切替スイッチ））。
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【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成19年11月2日(2007.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記内視鏡は、能動的な動作を行う能動内視鏡であり、
　前記作動手段は、前記内視鏡を能動的に動作させる内視鏡能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記内視鏡能動機構を追従作動させるための内視鏡追従指示入力装置
を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記内視鏡追従指示入力装置への操作に従って前
記内視鏡能動機構を追従作動させ、前記制限モードでは前記内視鏡追従指示入力装置への
操作にかかわらず前記内視鏡能動機構の追従作動を停止する内視鏡制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記処置具は、能動的な動作を行う能動処置具であり、
　前記作動手段は、前記能動処置具を能動的に動作させる処置具能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記処置具能動機構を追従作動させるための処置具追従指示入力装置
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を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記処置具指示入力装置への操作に従って前記処
置具能動機構を追従作動させ、前記制限モードでは前記処置具追従指示入力装置への操作
にかかわらず前記処置具能動機構の追従作動を停止する処置具制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記内視鏡は、能動的な動作を行う能動内視鏡であり、
　前記作動手段は、前記内視鏡を能動的に動作させる内視鏡能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記内視鏡能動機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替える
ための内視鏡切替指示入力装置を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記内視鏡切替指示入力装置への操作に従って前
記内視鏡能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モー
ドでは前記内視鏡切替指示入力装置への操作にかかわらず前記内視鏡能動機構を前記非作
動状態とする内視鏡制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　前記処置具は、能動的な動作を行う能動処置具であり、
　前記作動手段は、前記能動処置具を能動的に動作させる処置具能動機構を有し、
　前記操作手段は、前記処置具能動機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替える
ための処置具切替指示入力装置を有し、
　前記制御手段は、前記通常モードでは前記処置具切替指示入力装置への操作に従って前
記処置具能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モー
ドでは前記処置具切替指示入力装置への操作にかかわらず前記処置具能動機構を前記非作
動状態とする処置具制御装置を有する、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡システム。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第５実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記内視鏡が、能動的な動作を行う能動内視鏡であり、前記作動手段が、前記内
視鏡を能動的に動作させる内視鏡能動機構を有し、前記操作手段が、前記内視鏡能動機構
を追従作動させるための内視鏡追従指示入力装置を有し、前記制御手段が、前記通常モー
ドでは前記内視鏡追従指示入力装置への操作に従って前記内視鏡能動機構を追従作動させ
、前記制限モードでは前記内視鏡追従指示入力装置への操作にかかわらず前記内視鏡能動
機構の追従作動を停止する内視鏡制御装置を有する、ことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の第６実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記処置具が、能動的な動作を行う能動処置具であり、前記作動手段が、前記能
動処置具を能動的に動作させる処置具能動機構を有し、前記操作手段が、前記処置具能動
機構を追従作動させるための処置具追従指示入力装置を有し、前記制御手段が、前記通常
モードでは前記処置具指示入力装置への操作に従って前記処置具能動機構を追従作動させ
、前記制限モードでは前記処置具追従指示入力装置への操作にかかわらず前記処置具能動
機構の追従作動を停止する処置具制御装置を有する、ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の第７実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記内視鏡が、能動的な動作を行う能動内視鏡であり、前記作動手段が、前記内
視鏡を能動的に動作させる内視鏡能動機構を有し、前記操作手段が、前記内視鏡能動機構
を追従作動状態と非作動状態との間で切り替えるための内視鏡切替指示入力装置を有し、
前記制御手段が、前記通常モードでは前記内視鏡切替指示入力装置への操作に従って前記
内視鏡能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モード
では前記内視鏡切替指示入力装置への操作にかかわらず前記内視鏡能動機構を前記非作動
状態とする内視鏡制御装置を有する、ことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の第８実施態様の内視鏡システムは、第２又は第３実施態様の内視鏡システムに
おいて、前記処置具が、能動的な動作を行う能動処置具であり、前記作動手段が、前記能
動処置具を能動的に動作させる処置具能動機構を有し、前記操作手段が、前記処置具能動
機構を追従作動状態と非作動状態との間で切り替えるための処置具切替指示入力装置を有
し、前記制御手段が、前記通常モードでは前記処置具切替指示入力装置への操作に従って
前記処置具能動機構を前記追従作動状態と前記非作動状態との間で切り替え、前記制限モ
ードでは前記処置具切替指示入力装置への操作にかかわらず前記処置具能動機構を前記非
作動状態とする処置具制御装置を有する、ことを特徴とする。
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